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一
、
　
第
一
次
世
界
大
戦
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
が
戦
場
と
化
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
弱
小
国
オ
ラ
ン
ダ
を
も
当
然
ま
き
込
み
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

植
民
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
政
治
、
経
済
両
面
に
わ
た
っ
て
本
国
同
様
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
政
治
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
同
１

１

を

中
心
と
す
る
民
族
運
動
の
波
が
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
指
導
者
達
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
情
勢
の
変
化
を
鋭
く
察
知
し
、

運
動
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
万
、
経
済
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
商
品
作
物
栽
培
地
と
原
料
供
給
地
の
役
割
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
衷
心
〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
輸
出
人
品
の
価
格
変
動
（
一
九
こ
一
年
を
一
回
と
す
る
）
　
わ
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
が
戦
争
で
マ

輸
入品

ら

種
Ｗ

ｍ

や

甘
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ヒ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
波
を
直
接
か
ぶ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
大
戦
中
の
貿
易
品
の
価
格
変
動
を

み
る
と
上
表
の
様
で
あ
る
。
こ
の
表
よ
り
特
徴
的
な
こ
と

は
、
輸
出
口
Ｊ
の
価
格
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
の
に
比
べ
、
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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人
品
の
価
格
は
一
丁
五
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

　
貿
易
の
不
振
と
と
も
に
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
米
不
足
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
米
は
美
味
で
生
産
量
も
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

富
で
あ
っ
た
の
で
、
古
来
周
辺
の
国
々
へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
人
口
増
加
（
特
に
ジ
″
ワ
）
及
び
商
品
作
物
栽
培
の
た
め
に
水
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
つ
ぶ
し
て
い
っ
た
強
制
栽
培
制
度
以
後
（
一
ハ
ハ
○
年
代
）
輸
入
国
と
な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
世
界
大
戦
に
よ
る
交
通
網
（
海
上

交
通
）
の
混
乱
で
輸
入
米
の
不
足
が
生
じ
、
米
の
欠
乏
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。

　
米
不
足
に
よ
る
米
価
上
昇
と
貿
易
不
振
を
打
開
す
る
た
め
の
植
民
地
政
庁
に
よ
る
公
債
発
行
は
、
当
然
イ
ン
フ
レ
を
招
来
し
た
。

物
価
騰
貴
の
実
態
は
次
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。

表
白
九
ニ
ニ
上
九
二
三
年
の
物
価
指

数⑥

（
一
九
二
二
年
を
Ｉ
〇
〇
と
す
る
）
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即
ち
、
大
戦
を
は
さ
ん
で
物
価
は
二
倍
に
急
ヒ
昇
し
、
さ
ら
に
そ
れ
は
オ
・
フ
ン
ダ
本
国
を
も
し
の
い
で
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経

済
状
態
の
悪
化
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
一
番
被
害
を
受
け
る
の
が
低
所
得
者
回
で
あ
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

今
も
昔
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
都
市
に
お
い
て
は
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
労
働
者
達
に
よ
っ
て
労
働
組
合
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
、
イ
ス



ラ
ム
同
盟
に
指
導
さ
れ
た
ス
ト
ラ
ィ

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

キ
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
勢
力
を
増
し
つ
つ
あ
る
共
産
主
義
者
達
の
活
発
な
動
き

と
も
か
ら
め
て
、
民
族
運
動
が
一
つ
の
大
き
な
や
ま
ば
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
都
市
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
農
村
に
お
い
て
は
農
民
反
乱
が
続
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
六
年

ジ
ャ
ン
ビ
（
ス
マ
ト
ラ
）
、
一
九
一
七
年
タ
パ
ヌ
リ
（
ス
マ
ト
ラ
）
、
一
九
一
八
年
パ
レ
ン
バ
ン
（
ス
マ
ト
ラ
）
、
一
九
一
九
年
ソ

⑩ロ
（
ジ
ャ
ワ
）
、
ト
リ
ト
リ
（
セ
レ
ベ
ス
）
、
ガ
ー
ル
。
ト
（
ジ
ャ
ワ
）
等
々
の
反
乱
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
自
由
主
義
政

八
以
後
土
地
を
持
だ
な
い
農
民
が
増
大
し
、
土
地
を
持
っ
て
い
る
農
民
に
し
て
も
殆
ん
ど
が

　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

零
組
長
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
農
民
達
は
外
国
資
本
（
オ
ラ
ン
ダ
人
と
華
僑
）
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
圧
迫
さ
れ
、
華
僑
の
高

利
貸
し
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
加
え
て
、
外
領
（
ジ
ャ
ワ
島
以
外
）
に
お
い
て
は
、
苦
力
条
例
に
よ
る
強
制
労
働
（
賦
役
）
に
農
民
が
あ
え
い
で
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
の
米
不
足
。
植
民
地
政
庁
は
そ
の
打
開
策
と
し
て
農
民
に
米
の
強
制
供
出
を
課
し
た
の
で
、
農
民
の
不
満
は
政
庁

に
対
す
る
反
乱
と
な
っ
て
一
気
に
爆
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
取
り
扱
う
二
つ
の
反
乱
は
、
Ｔ
几
一
〇
年
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
民
族
運
動
の
指
導
的
勢
力
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
同

盟
が
直
接
関
係
し
て
い
た
事
件
で
あ
り
、
反
政
府
暴
動
と
し
て
植
民
地
政
庁
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
出
来
事
と
し
て
極
め
て
大
き

な
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
そ
の
研
究
は
立
ち
遅
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
反
乱
の
背

景
と
経
過
及
び
歴
史
的
意
義
を
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
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二
、
ト
リ
ト
リ
反
乱

エシ）島

セレベス海

セレペス（スラウ
９

九
八

　
ト
リ
ト
リ
郡
は
、
セ
レ
ベ
ス
こ
祝
ス
ラ
ウ
ェ
シ
）
中
部
の

海
に
面
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
セ
レ
ベ
ス
全
体
が
オ
ラ
ン
ダ

の
植
民
地
と
な
る
の
は
一
九
〇
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
は
オ
ラ
ン
ダ
が
軍
隊
を
送
っ
て
征
服
戦
争
を
く
り
返
し

て
い
た
。
セ
レ
ベ
ス
の
住
人
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
ご
と

に
為
政
者
で
あ
る
首
長
を
中
心
と
し
て
強
固
な
部
族
国
家
を

　
　
　
　
　
⑩

形
成
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
セ
レ
ベ
ス
の
人
々
（
農
民
）

を
苦
し
め
出
し
だ
の
が
植
民
地
政
庁
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
苦

力
条
例
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
反
乱
の
経
過
は
、
。
Ｆ
l
n
d
i
s
c
h
e

c

j
二

‘
天
已
呂
ｉ
ａ
ｌ
ｅ

Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
‘
Ｖ
久
礁
Ｒ
ｔ
ｉ
ｌ
Ｗ
）

‐
‐
Ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ

Ｔ
ｏ
ｌ
ｉ
　
Ｔ
ｏ
ｌ
ｉ
【
で
｀
】
て
ご

頒
聊
）
」
を
中
心
に
記
述
し
て
行
き
た
い
。

　
サ
ル
ン
パ
ガ
地
区
（
ト
リ
ト
リ
郡
の
一
地
域
で
反
乱
の
中
心
地
）
に
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
正
確

に
は
分
ら
な
い
が
、
次
表
か
ら
、
一
九
一
六
年
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
第
一
回
全
国
大
会
の
時
、
セ
レ
ベ
ス
に
は
支
部
が
た
っ
た
Ｉ
つ
し

か
な
い
の
で
（
そ
の
場
所
は
不
明
だ
が
）
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
サ
ル
ン
パ
ガ
が
イ
ス
ラ
ム
同
盟
員
の
活
動
で



表
日
　
イ
ス
ラ
ム
同
盟
支
部
数
及
び
会
員

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
九
Ｔ
八
年
）

バ

リ

セ

レ

ベ

ス

ボ

ル

ネ

オ

ス

マ

ト

－フ

ジ

ャ

ワ

支
部
所

在
地

ミミミ･ 一 七
.J

皿
W
一ﾐ･
数

不

明

不

明

Ｊ呈

Ξ£

七

印日

七
六

⊂）

⊂）

⊂）

一一

七
＝苑

三巴

七

七

会

員

数

騒
然
と
し
始
め
る
の
は
一
九
一
九
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
反
乱
の
起
っ
た
背
景
か
ら
み
て
み
た
い
。

第
一
に
、
サ
ル
ン
パ
ガ
の
農
民
達
は
、
植
民
地
政
庁
に
よ
っ
て
課
さ
れ

た
種
々
の
賦
役
（
Ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
　
）
に
大
き
な
不
満
を
抱
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
賦
役
の
例
と
し
て
、
森
へ
行
っ
て
た
き
ざ
を
集
め
る

　
（
砂
糖
の
精
製
燃
料
用
）
こ
と
や
道
ぶ
し
ん
等
が
あ
る
が
、
反
乱
勃
発

前
月
（
一
九
一
九
年
の
五
月
）
の
サ
ル
ン
パ
が
の
賦
役
は
四
日
か
ら
一

二
日
、
一
四
日
か
ら
二
五
日
と
二
期
に
分
け
て
（
詳
細
は
不
明
）
課
せ

ら
れ
て
い
た
。

　
第
二
は
、
一
九
一
九
年
五
月
に
か
の
地
を
訪
れ
た
イ
ス
ラ
ム
同
盟
中
央
本
部
副
議
長
ア
ブ
ド
ル
ー
ム
イ
ス
の
宜
伝
旅
行
で
あ
る
。

当
時
、
同
盟
議
長
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ

⑩ト
と
並
ぶ
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
大
立
物
で
著
名
人
の
ム
イ
ス
が
こ
の
よ
う
な
僻
地
を
訪
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
当
地
の
農
民
達
に
と
っ
て
は
″
空
前
の
ト
ピ
ッ
ク
″
で
、
彼
の
演
説
が
人
々
の
政
庁
に
抱
い
て
い
た
不
満
に
対
し
、
火

に
油
を
注
ぐ
役
目
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
左
傾
化
の
頂
点
で
あ
っ
た
。
第

三
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
地
方
官
僚
（
当
地
の
下
役
人
）
の
措
置
の
ま
ず
さ
。
彼
ら
は
農
民
の
請
願
に
対
し
て
は
常
に
高
圧
的
態
度
で

臨
み
、
解
答
は
い
つ
も
″
ノ
ー
″
の
一
点
張
り
で
あ
っ
た
。
第
四
と
し
て
、
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
の
闘
争
か
ら
の
影
響

も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
林
三
郎
氏
の
『
蘭
領
印
度
の
民
族
運
動
－
シ
″
リ
カ
ー
ト
・
イ

ス
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
』
の
中
の
次
の
様
な
文
章
に
よ
り
類
推
し
た
。
即
ち
、
「
Ｓ
・
Ｉ
（
イ
ス
ラ
ム
同
盟
）
党
員
は
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
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二
十
世
紀
初
頭
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
民
反
乱
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
齢

の
各
地
で
ア
ヂ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
ひ
、
セ
レ
ベ
ス
の
Ｈ
乙
Ｔ
Ｈ
ｏ
口
砂
糖
工
業
争
議
に
も
、
応
援
を
し
て
、
暴
行
を
働
い
た
。
」
と

い
う
個
所
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
記
述
が
な
く
、
セ
レ
ベ
ス
の
糖
業
の
実
態
も
よ
く
分
ら
な
い
の
で
断
言
は
控
え
る
が
、
当

時
は
労
働
運
動
が
激
化
し
て
い
た
時
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
者
は
農
民
の
出
稼
ぎ
的
性
格
が
強
か
っ
た
の
で
、
そ
の

闘
争
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
五
の
理
由
。
こ
れ
は
反
乱
の
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
で
、
断

食
期
間
中
（
ｐ
ｏ
ｅ
ａ
ｓ
ａ
）
の
賦
役
中
止
嘆
願
を
地
方
政
府
が
拒
否
し
た
こ
と
で
あ
る
、
八
月
中
旬
か
ら
一
ケ
月
間
の
断
食
月
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
る
農
民
達
に
と
っ
て
は
、
最
も
重
要
な
宗
教
行
事
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
こ
の
こ
と
は
私
自
身
理
解
不
足
で
確
認
で

き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ヴ
ァ
ン
・
ニ
ー
ル
に
よ
る
と
、
当
地
の
ア
ダ
。
ト
（
慣
習
法
）
の
首
長
遠
の
間
で
は
、
世
襲
の
権
利
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
何
度
か
争
い
が
起
っ
て
い
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
不
用
意
に
そ
の
争
い
に
ま
き
込
ま
れ
た
た
め
に
、
騒
擾
が
大
き

　
　
　
渉

く
な
っ
心
：
…
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
心
の
不
安
を
か
き
た
て
る
材
料
と
な
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
次
に
反
乱
の
経
過
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
ア
プ
ド
ル
・
ム
イ
ス
が
宜
伝
旅
行
で
サ
ル
ン
パ
ガ
を
訪
れ
る
と
い
う
噂
は
、
そ
の

他
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
活
動
家
達
を
勇
気
づ
け
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
同
盟
は
こ
の
地
区
に
す
で
に
地
盤
を
築
い
て
い
た
が
、
同
盟
主

催
の
集
会
に
地
区
民
全
員
を
出
席
さ
せ
る
ほ
ど
の
実
力
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
農
民
達
の
課
さ
れ
た
賦
役
に
対
す
る
不

満
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
ム
イ
ス
の
訪
問
と
合
わ
せ
て
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
勢
力
拡
大
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

　
一
丸
一
九
年
に
な
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
メ
ナ
ド
支
部
の
幹
部
マ
ロ
ス
は
、
オ
ル
グ
活
動
の
た
め
ト
リ
ト
リ
郡
の
サ
ル
ン
パ
ガ
地

区
に
一
家
を
連
れ
て
移
り
住
み
、
意
欲
的
な
活
動
を
始
め
た
。
彼
は
数
回
旅
行
し
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー

順
に
賦
役
の
問
題
を
議
題
と

し
て
取
り
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
か
け
合
い
に
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
彼
は
又
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
中
央
本
部
に
対
し
て
、

ム
イ
ス
の
来
訪
を
要
請
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。



　
五
月
頃
ま
で
に
は
、
サ
ル
ン
パ
ガ
で
の
マ
ロ
ス
の
声
望
は
と
み
に
高
ま
っ
て
お
り
、
農
民
達
の
殆
ん
ど
が
イ
ス
ラ
ム
同
盟
に
加
盟

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
減
税
と
賦
役
免
除
が
同
盟
員
遠
の
合
い
言
葉
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
五
月
九
日
、
マ
ロ
ス
の
指
導
で
同
盟
の
集
会
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
ア
ブ
ド
ル
ー
ム
イ
ス
来
訪
の
件
が
大
き
な
注
目
を

集
め
、
会
の
雰
囲
気
は
大
い
に
盛
り
上
っ
た
。
カ
テ
ベ
と
い
う
男
が
立
ち
上
が
り
、
「
我
々
の
結
束
は
現
在
強
い
。
そ
れ
故
、
厳
し

い
命
令
が
政
庁
よ
り
与
え
ら
れ
る
時
に
は
、
我
々
は
断
固
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
ア
ジ
演
説
を
し
た
。

　
五
月
一
一
日
、
同
盟
中
央
本
部
制
議
長
ア
ブ
ド
ル
・
ム
イ
ス
が
サ
ル
ン
パ
ガ
に
到
着
し
た
。

　
五
月
二
二
日
、
ム
イ
ス
を
迎
え
て
バ
ル
村
で
統
一
集
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
に
お
い
て
、
サ
ル
ン
パ
ガ
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
地
方

支
部
と
し
て
独
立
し
、
サ
ル
ン
パ
ガ
支
部
長
に
マ
ロ
ス
、
支
部
委
員
に
ア
ブ
ド
ル
ー
ハ
リ
ク
、
ハ
ジ
・
ハ
ュ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
た
。
議
題
と
し
て
賦
役
の
件
が
討
議
さ
れ
、
断
食
期
間
中
の
賦
役
中
止
を
郡
庁
に
嘆
願
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
嘆
願
は
郡
長
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。

　
五
月
一
五
日
、
バ
ル
村
で
再
び
全
体
集
会
が
開
か
れ
た
。
ム
イ
ス
は
演
壇
に
立
ち
、
次
の
様
に
演
説
し
た
。
「
政
庁
の
命
令
が
不

当
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
い
か
な
る
こ
と
で
も
皆
さ
ん
方
へ
の
援
助
を
惜
し
ま
な

い
つ
も
り
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
同
盟
員
が
活
動
す
る
と
き
に
は
、
死
ぬ
こ
と
さ
え
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
」
こ
の
集
会
の
後
、

ム
イ
ス
は
サ
ル
ン
パ
ガ
を
去
っ
た
。

　
五
月
一
六
日
、
サ
ル
ン
パ
ガ
の
モ
ス
ク
内
で
開
か
れ
た
集
会
で
、
マ
ロ
ス
は
昨
日
の
ム
イ
ス
の
演
説
に
続
け
る
形
で
、
「
同
志
達

よ
、
我
々
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
は
現
在
強
い
。
ム
イ
ス
副
議
長
は
、
い
か
な
る
状
況
で
も
援
助
を
惜
し
ま
な
い
と
言
わ
れ
た
。
政
庁
の

命
令
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
簡
単
に
従
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
死
を
も
恐
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
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二
十
世
紀
初
頭
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
民
反
乱
に
つ
い
て

力
強
く
述
べ
た
。
農
民
遠
の
不
満
と
抵
抗
心
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
遂
に
賦
役
へ
の
就
業
放
棄
が
現
実
化
し
た
。

一
〇
二

　
五
月
二
Ｉ
日
と
二
二
日
、
事
の
進
展
に
驚
い
た
郡
長
（
原
住
民
首
長
）
モ
ハ
マ
ド
・
サ
レ
ー
は
農
民
述
の
賦
役
遂
行
を
説
得
し
て

回
っ
た
が
、
全
く
の
徒
労
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
五
月
三
〇
日
、
郡
長
は
ド
ン
ガ
ラ
の
監
将
官
に
状
況
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辱

　
五
月
三
一
日
、
倫
理
政
策
派
の
監
督
官
で
、
農
民
の
訴
え
に
も
寛
大
な
態
度
で
臨
ん
で
い
た
カ
ッ
ト
Ｊ
ア
ン
ヘ
リ
ー
ノ
（
オ
ラ
ン

ダ
人
）
は
、
事
態
の
悪
化
を
阻
止
し
、
状
況
調
査
を
す
る
た
め
に
サ
ル
ン
パ
ガ
ヘ
向
け
て
発
っ
た
。
彼
に
従
っ
た
者
達
は
、
ハ
ジ
・

ア
リ
（
原
住
民
首
長
　
徴
税
書
記
官
）
、
モ
ハ
マ
ド
ー
フ
レ
ー
、
三
人
の
下
役
人
、
警
部
一
人
、
四
人
の
武
装
警
官
、
と
い
う
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
地
方
役
人
達
で
あ
っ
た
。

　
六
月
三
日
、
サ
ル
ン
パ
ガ
に
到
着
し
た
監
督
官
は
直
ち
に
農
説
述
を
集
め
事
情
調
査
を
行
な
っ
た
後
、
首
謀
者
を
逮
捕
し
、
そ
の

場
で
彼
ら
に
、
指
導
者
二
名
（
マ
ロ
ス
と
ア
ブ
ド
ル
・
ハ
リ
ク
）
に
は
懲
役
一
四
目
の
刑
を
言
い
渡
し
た
。
こ
の
処
置
に
対
し
、
そ

の
場
で
は
農
民
達
の
抗
議
は
起
ら
な
か
っ
た
。

　
同
日
夜
監
督
宮
口
打
（
逮
捕
者
を
含
む
）
が
ド
ン
ガ
ラ
ヘ
向
け
て
サ
ル
ン
パ
ガ
を
出
発
後
、
ハ
ジ
・
ハ
ュ
ン
の
家
で
集
会
が
開

か
れ
、
監
誓
言
の
処
置
に
憤
慨
し
た
残
り
の
農
民
達
は
、
逮
知
者
の
釈
放
、
及
び
賦
役
の
断
食
開
け
ま
で
の
延
期
、
の
二
つ
を
嘆
願

事
項
と
し
、
も
し
こ
の
嘆
願
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
武
装
蜂
起
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
六
月
四
日
、
武
器
を
入
手
し
た
農
民
達
は
蜂
起
し
、
反
乱
は
ト
リ
ト
リ
全
域
に
波
及
し
た
。

　
六
月
五
日
早
朝
、
急
を
聞
い
て
引
き
返
し
て
来
た
監
督
宿
運
は
、
サ
ル
ン
パ
ガ
で
武
装
農
民
に
包
囲
さ
れ
、
応
戦
の
か
い
な
く
全

員
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
反
乱
の
勢
い
に
恐
れ
を
な
し
た
郡
の
役
人
達
は
、
な
す
す
べ
も
な
く
逃
亡
し
た
。



　
六
月
一
四
日
、
レ
シ
デ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
人
州
知
事
）
は
歩
兵
二
個
大
隊
を
卒
い
て
現
地
に
向
い
、
反
乱
を
鎮
圧
し
た
。
ト
リ
ト

リ
地
方
裁
判
所
は
、
反
乱
の
首
謀
者
五
名
に
死
刑
、
残
り
の
逮
知
者
に
は
懲
役
刑
を
宜
告
し
た
。
し
か
し
、
バ
タ
ヴ
イ
ア
高
等
裁
判

者
は
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
著
述
に
は
、
懲
役
刑
、
さ
ら
に
、
残
り
の
囚
人
達
は
無
罪
と
す
る
大
幅
な
刑
の
緩
和
を
行
な
っ
た
。
そ

し
て
高
等
裁
判
所
の
万
し
た
判
断
に
は
次
の
様
な
説
明
が
付
記
さ
れ
て
い
た
。
「
こ
の
判
決
文
に
与
え
ら
れ
た
理
由
は
、
以
下
の
如

く
で
あ
る
。
　
づ
、
（
地
方
）
裁
判
所
の
適
切
な
調
査
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
⊃
、
罪
は
民
衆
を
扇
動
し
た
ア
ブ
ド
ル
ぃ
ム
イ
ス

　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

と
、
賦
役
に
対
す
る
不
満
が
広
が
っ
て
い
た
地
域
に
留
ま
る
こ
と
を
そ
の
扇
動
者
に
許
し
た
政
庁
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
　
ヨ
、
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

刑
の
執
行
は
、
人
々
が
殉
教
と
み
な
す
か
ら
得
策
で
な
い
で
あ
ろ

う⑩

　○

｜

以
上
が
反
乱
の
経
過
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
反
乱
の
規
咬
及
び
参
加
し
た
農
民
の
階
層
、
そ
れ
に
植
民
地
政
庁
の
嘆
願
に
対
す
る
そ
の
後
の
措
置
等
子
細
な
こ
と

は
分
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
腫
の
事
件
で
は
初
め
て
オ
ラ
ン
ダ
人
官
吏
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
、
刑
を
軽
く
し
て

他
地
域
へ
の
波
及
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
態
度
か
ら
み
て
、
そ
の
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
の
程
度
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

　
　
三
、
ガ
ー
ル
ッ
ト
事
件
と
Ｂ
部

　
こ
の
事
件
は
、
第
二
仄
世
界
大
戦
に
よ
る
米
不
足
（
主
と
し
て
輸
入
米
）
を
農
民
に
対
す
る
強
制
供
出
、
い
ね
ば
農
民
の
犠
牲
に

よ
っ
て
植
民
地
政
庁
が
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
た
め
に
彼
ら
の
不
満
が
爆
発
し
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
西
ジ
ャ
ワ
、
ガ
ー
ル
。
卜
県
チ
マ
レ
メ
村
の
が
ん
こ
な
老
農
夫
ハ
ジ
・
ハ
フ
サ
ン
は
、
二
二
八
ウ
（
約
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

水
田
（
汐
だ
ふ
　
）
を
所
有
す
る
富
農
で
あ
っ
た
。
植
民
地
政
庁
は
、
ハ
ジ
・
ハ
。
サ
ン
に
対
し
て
月
四
二
ピ
ク
ル
（
一
ピ
ク
ル
は
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二
十
世
紀
初
頭
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
民
反
乱
に
つ
い
て

ﾏﾄﾞｳﾗ島

ｽ⊃
バリ島

一
〇
四

六
一
丁
五
反
）
の
供
出
米
を
割
当
て
た
。
一
九
一
九
年
の
四
月
に
、
ハ
。
サ
ン
は
供

出
廬
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
ガ
ー
ル
ョ
ト
の
県
長
に
嘆
願
し
た
。
嘆
願
の
理
由
は
、

四
二
ピ
ク
ル
の
供
山
木
を
出
せ
ば
一
族
約
ハ
○
人
の
扶
養
米
が
確
保
出
来
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
嘆
願
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
方

裁
判
所
の
見
積
り
に
よ
る
と
、
ハ
。
サ
ン
の
米
の
生
産
高
は
月
割
り
に
し
て
約
六
五

ピ
ク
ル
、
自
家
消
費
必
要
量
約
一
三
ピ
ク
ル
、
余
剰
米
と
し
て
五
二
ピ
ク
ル
、
四
二

な
り
、
生
計
は
十
分
成
り
立
っ
で
い
っ
た
は
ず
だ
と
説
明
し
て
い

　
と
こ
ろ
で
、
供
出
制
度
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
運
用
方
法
は
か
な
り
乱
暴
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
植
民
地
政
庁

に
よ
っ
て
一
応
供
出
の
規
定
量
が
決
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
供
出
が
た

び
重
な
っ
て
く
る
と
地
方
の
役
人
達
は
規
定
量
を
無
視
し
始
め
、
彼
ら
の
勝
手
な
供

出
量
の
ま
ま
に
な
っ
た
。
又
、
供
出
を
行
な
っ
た
後
、
関
係
当
局
よ
り
い
か
な
る
支

払
い
も
受
け
取
ら
な
い
農
民
も
多
数
い
た
。
そ
こ
で
、
供
出
の
取
り
扱
い
中
、
多
く

の
不
平
が
農
民
よ
り
役
所
に
持
ち
込
ま
れ

よ
う
な
供
出
制
度
の
実
情
を
心
得
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
ッ
サ
ン
は
政
庁
側
の
供
出
量
を
拒
否
し
、
あ
く
ま
で
譲
ら
な

か　る訪
勁た
。
そ
れ
故
、
ハ
ジ
ー
ハ
ッ
サ
ン
は
こ
の

っ
た
。
こ
う
し
た
ハ
。
サ
ン
の
勤
き
に
対

１



し
、
ふ
だ
ん
植
民
地
政
策
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
農
民
達
が
同
訓
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。
ハ
。
サ
ン
及
び
政
庁

側
両
者
に
と
っ
て
事
態
が
ど
れ
ほ
ど
逼
迫
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
ハ
ジ
・
ハ
。
サ
ン
は
一
族
の
者
を
呼
び
集
め
、
白
い

布
（
戦
闘
に
勝
利
す
る
意
）
を
ま
と
わ
せ
、
武
器
を
購
入
し
て
抵
抗
の
構
え
を
示
し
始
め
た
。
こ
の
ハ
。
サ
ン
の
示
威
行
動
を
聞
い

て
地
方
政
庁
側
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。
一
九
一
九
年
七
月
七
日
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ｉ
レ
シ
デ
ン
ト
（
副
知
事
）
は
、
県
長
（

レ
ヘ
ン
ト
Ｈ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
）
に
三
〇
名
の
武
装
警
官
を
率
い
さ
せ
て
事
態
収
拾
（
鎮
圧
）
に
向
か
わ
せ
た
。
現
場
に
到
着
し
た

県
長
は
、
ハ
。
サ
ン
達
に
解
散
を
命
じ
た
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
空
に
向
け
て
警
官
隊
に
威
嚇
射
撃
さ
せ
た
が
効
果
な
く
、
遂
に

ハ
ッ
サ
ン
の
家
の
中
め
が
け
て
一
斉
射
撃
を
命
じ
た
。
ハ
。
サ
ン
を
含
む
四
名
が
即
座
に
殺
さ
れ
、
約
二
〇
名
が
負
傷
し
、
三
〇
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

近
く
が
逮
捕
さ
れ
、
残
り
の
者
達
は
か
ろ
う
じ
て
逃
亡
し
た
。
　
以
上
が
流
血
事
件
の
概
要
で
あ
る
。

　
こ
の
惨
事
に
対
し
て
内
外
の
批
難
が
高
ま
り
、
総
督
リ
ン
ブ
ル
フ
・
ス
テ
ィ
ル
ム
は
、
ガ
ー
ル
。
ト
の
レ
シ
デ
ン
ト
（
知
事
）
ド

ゥ
・
ス
ト
ゥ
エ
ル
ス
の
解
任
を
行
な
い
、
事
件
は
終
結
し
た
か
に
み
え
た
が
、
も
う
一
つ
の
新
し
い
秘
密
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
当
地
の
裁
判
所
が
こ
の
事
件
を
調
査
し
て
い
る
段
階
で
、
新
た
な
事
実
が
発
覚
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
事

件
の
裏
で
糸
を
引
い
て
い
た
の
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
Ｂ
部
（
Ａ
ｆ
ｄ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｂ
）
　
と
名
の
る
秘
密
組
織
的
な
性
格
を
持
つ
団
体
で
あ

り
、
こ
の
組
織
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人
を
殺
害
し
、
植
民
地
政
庁
の
打
倒
を
目
ざ
す
イ
ス
ラ
ム
の
。
聖
戦
(
Ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｒ
Ｓ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
　
）

〃
思
想
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
所
の
Ｂ
部
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
次
の
様
に
発
表
さ
れ
た
。

　
①
正
規
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
員
の
中
か
ら
Ｂ
部
の
会
員
が
選
ば
れ
た
。

　
②
２
　
Ｇ
ｏ
ｅ
ｎ
ａ
‐
Ｐ
ｅ
ｒ

ｌ
ａ
ｊ
ａ
ｎ
　
（
聖
戦
戦
闘
隊
）
〃
　
の
設
置
と
、
そ
の
戦
士
は
Ｂ
部
の
精
鋭
が
あ
て
ら
れ
た
。

③
イ
ス
ラ
ム
同
翌
中
央
本
部
の
書
記
長
ソ
ス
ロ
カ
ル
ド
ノ
が
７

Ｇ
ｏ
ｅ
ｎ
ａ
‐
Ｐ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｊ
ａ
ｎ
ｔ
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
っ

更
　
学
　
論
　
叢

た匈

一
〇
五
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六

さ
ら
に
、
ハ
ジ
・
ハ
ョ
サ
ン
と
Ｂ
部
と
の
橋
渡
し
は
、
彼
の
義
理
の
息
子
で
Ｂ
部
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
フ
だ
ハ
ジ
ー
ガ
ジ
ャ
リ
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
、
ハ
ッ
サ
ン
は
や
が
て
“
Ｇ
ｏ
ｅ
ｎ
ａ
‐
Ｐ
ｅ
乙
ご
呂
　
戮
心
無
狂
的
な
一
員
と
な
り
、
七
月
七
日
を
聖
戦
の
日
と
長
い
間
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締

め
て
い
た
と
続
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ジ
・
ハ
ッ
サ
ン
の
抵
抗
は
経
済
的
な
原
囚
で
は
な
く
、
Ｈ
部
の
一
員
と
し
て
の
政
庁
に
対

す
る
聖
戦
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
様
な
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
植
民
地
政
庁
は
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
と
Ｂ
部
の
関
係
あ
り
と
断
定
し
、
ソ
ス
ロ
カ
ル
ド
ノ
、
サ

ル
ジ
ョ
ノ
、
ウ
ィ
ナ
ン
タ
、
ア
リ
ミ
ン
、
ム
ソ
等
を
初
め
ど
と
す
る
多
数
の
同
盟
中
央
本
部
の
指
導
者
達
を
逮
捕
し
た
。
加
え
て
重

大
な
こ
と
は
、
後
に
釈
放
さ
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
議
長
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
の
逮
捕
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
指
導
者
逮
捕

は
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
機
能
を
マ
ヒ
さ
ぜ
、
組
織
運
営
上
大
き
な
支
障
を
与
え
る
と
と
も
に
、
一
般
同
盟
員
の
戦
意
喪
失
に
つ
な
が

り
、
同
盟
に
と
っ
て
か
な
り
の
打
撃
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｂ
部
の
実
像
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
Ｔ
几
一
回
年
に
マ
ノ
ン
ジ
ャ
ヤ
で
小
工
場
を
経
営
し
て
い

た
ハ
ジ
・
イ
ス
マ
イ
ル
は
、
そ
の
地
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
委
員
長
と
な
っ
た
。
Ｔ
几
一
七
年
、
彼
は
シ
ン
ガ
パ
ル
ナ
で
秘
密
結
社
的
性

格
の
濃
い
Ｂ
部
を
設
立
し
た
。
そ
の
規
模
や
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
組
織
を
イ
ス
ラ
ム
の
防
波
堤
に
す
る
こ
と
を
主
張

し
、
祖
織
拡
大
の
た
め
農
民
に
護
符
（
　
ご
ｉ
笈
　
：
：
そ
の
所
有
者
に
あ
る
種
の
力
と
幸
福
を
授
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
を

売
り
つ
け
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
組
織
は
ジ
ャ
ワ
の
農
民
の
心
中
に
生
き
続
け
て
い
る
ｚ
ｌ
　
　
Ｒ
ａ
ｔ
ｕ

Ａ
ｄ
ｉ
ｌ
　
（
宍
げ
ら
れ

た
者
を
救
う
至
高
の
王
）
　
入
心
出
現
と
、
イ
ス
ラ
ム
を
強
化
す
る
た
め
の
聖
戦
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
、
こ
の
組
織
を
広
げ
る
た
め
に
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
指
導
者
キ
″
イ
（
イ
ス
ラ
ム
教
師
）
の
個
人
的
な
力
を
利
用
し
た
と
も
い
う
。

し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ア
テ
ス
は
、
全
体
の
運
動
は
実
に
消
極
的
で
あ
り
、
ハ
ジ
・
ハ
。
サ
ン
の
事
件
に
よ
っ
て
偶
然
に
発
見



さ
れ
る
以
前
の
六
ケ
月
間
は
活
動
ら
し
い
活
動
は
全
く
し
て
お
ら
ず
、
キ
ャ
イ
に
と
っ
て
の
自
己
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
単
な
る

道
具
に
な
り
下
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い

い
。
従
っ
て
、
こ
の
Ｂ
耶
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人
の
殺
害
を
目
が
し
、
植
民
地
政
庁
の
打

１
　
　
／
一
一
　
１
　
１
－
Ｉ

ョ
ン
が
存
在
し
な
か
っ
た
ガ
ー
ル
ッ
ト
地
区
に
ど
う
し
て
Ｂ
部
が
足
場
を
見
い
出
し
得
た
の
で
あ
ろ
う

↓

と
言
う
ヴ
ァ
ン
・
ニ
ー
ル

の
疑
問
点
は
、
そ
の
存
在
さ
え
も
疑
わ
せ
て
し
ま
う
。

　
さ
て
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
と
Ｂ
部
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
裁
判
所
の
調
査
で
は
関
係
あ
り
と
断
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ

れ
も
疑
わ
し
い
。
一
九
一
九
年
の
二
月
二
四
日
に
Ｂ
部
の
り
Ｉ
ダ
ー
、
ハ
ジ
・
イ
ス
マ
イ
ル
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
中
央
本
部
の
命
令
に

従
い
た
い
と
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど
も
、
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
は
拒
否
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
部
の
一
員
で
あ
っ
た
ハ
ジ
・
ハ
。
サ

ン
は
、
植
民
地
顧
問
官
ハ
ズ
の
報
告
の
中
で
は
、
ハ
。
サ
ン
は
ィ
ス
ラ
ム
同
盟
の
敵
と
み
な
さ
れ
て
い

｛

と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
ス
サ
ン
ト
・
テ
ィ
ル
ト
プ
ロ
ジ
ョ
も
同
様
、
「
そ
の
秘
密
結
社
は
自
ら
を
イ
ス
ラ
ム
同
盟
Ｂ
部
と
呼
ん
だ
け
れ
ど
も
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
同
翌
と
は
一
線
を
雨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
二
者
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。

　
中
央
本
部
の
書
記
長
ソ
ス
ロ
カ
ル
ド
ノ
が
Ｂ
部
と
関
係
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
し
て
も
、
当
時
の
民
族
運

動
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
多
忙
を
極
め
て
い
た
彼
が
、
西
ジ
ャ
ワ
の
田
舎
の
秘
密
結
社
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

も
疑
わ
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
、
こ
の
事
件
は
前
述
し
た
様
に
イ
ス
ラ
ム
同
盟
へ
の
弾
圧
と
な
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の
弾
圧
の
実
情
は
、
当
時
こ

の
事
件
の
裁
判
に
際
し
、
白
身
も
裁
く
側
の
一
員
と
し
て
実
際
に
立
ち
会
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
イ
ワ
・
ク
ス
マ
・
ス
マ
ン
ト
リ

の
次
の
様
な
記
述
で
跡
づ
け
ら
れ
る
。
つ
つ
ブ
・
ハ
ッ
サ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
Ｂ
部
と
呼
ば
れ
る
新
組
織
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
児
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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一
〇
八

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
た
。
Ｂ
部
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
多
数
の
人
々
は
、
植
民
地
支
配
権
力
の
手
先
に

よ
る
暴
力
的
拷
問
に
よ
っ
て
ニ
セ
の
自
白
を
さ
廿
ら
れ
た
。
そ
の
大
要
は
、
彼
ら
が
通
信
施
設
を
破
壊
し
た
り
、
政
庁
の
役
人
を
殺

し
た
り
す
る
様
な
権
力
に
た
て
つ
く
反
乱
の
企
て
を
目
的
と
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
Ｂ
部
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。

そ
れ
ら
は
強
制
さ
れ
た
自
白
に
基
づ
い
て
い
た
。
一
部
は
マ
ヌ
ク
ワ
リ
（
西
ィ
リ
ア
ン
）
へ
流
刑
さ
れ
た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の

残
忍
さ
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
ソ
ス
ロ
カ
ル
ド
ノ
、
ム
ソ
、
ア
リ
ミ
ン
ら
は
そ
の
喩
の
調
書
に
基
づ
い
た
ニ
セ
の
宣
告
理
由
に
よ
り

何
年
も
の
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
も
又
、
殆
ん
ど
同
様
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
彼
は
裁
判
官
の
判
断
の
誤
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃

と
い
う
理
由
だ
け
で
、
高
等
裁
判
所
よ
り
無
罪
に
さ
れ
た
。
」

　
　
四
、
農
民
反
乱
の
歴
史
的
意
義

　
ト
リ
ト
リ
反
乱
に
お
い
て
は
、
殺
害
さ
れ
た
オ
・
フ
ン
ダ
人
官
吏
が
倫
理
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
植
民
地
政
庁
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
白
人
官
吏
の
死
と
と
も
に
二
乗
の
衝
撃
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
倫
理
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
為
政
者
で
あ
る
政
庁
の
役
人

と
被
為
政
者
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
倫
理
政
策

　
（
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
１
　
Ｐ
Ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
　
）
　
と
い
う
支
配
者
好
み
の
美
名
で
飾
り
た
て
た
政
策
で
あ
っ
て
も
、
中
味
は
所
詮
植
民
地
住
民
に
対

す
る
幾
分
程
度
は
弱
め
ら
れ
た
も
の
の
搾
取
政
策
の
延
長
に
す
ぎ
ず
、
政
庁
官
吏
達
の
自
己
満
足
に
水
を
浴
び
せ
た
の
が
こ
の
反
乱

で
あ
り
、
そ
れ
は
倫
理
政
策
の
行
き
づ
ま
り
を
露
呈
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
直
接
関
係

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
植
茂
治
政
庁
は
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
に
対
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
静
観
の
構
え
を
取
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
に
な
る
と
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
存
在
は
大
き
な
脅
威
と
な
り
始
め
て
お
り
、
政
庁
側
も
な
ん
ら
か
の
手
を
打

だ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ム
イ
ス
の
扇
動
を
重
要
視
し
、
こ
の
反
乱
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
直
後
に
起



１

１

１

っ
た
ガ
ー
ル
。
ト
事
件
に
お
い
て
同
盟
の
指
導
者
達
を
多
数
逮
捕
す
る
こ
と
に
よ
り
直
接
の
弾
圧
に
乗
り
出
す
わ
け
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
意
味
で
こ
の
反
乱
は
、
い
ね
ば
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟
弾
圧
へ
の
導
火
線
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
、
ガ
ー
ル
。
ト
事
件
は
極
め
て
あ
い
ま
い
な
存
在
の
Ｂ
部
を
口
実
と
し
て
政
庁
側
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
弾
圧
へ
と
発
展

し
て
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
前
述
し
た
様
に
同
盟
中
央
に
と
っ
て
の
手
痛
い
打
撃
で
あ
り
、
当
時
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
同
盟
内
部
の
左

　
（
共
産
主
義
者
）
　
・
右
（
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
）
両
派
の
対
立
と
も
か
ら
め
て
同
盟
の
勢
力
を
削
ぐ
結
果
と
な
り
、
ひ
い
て
は
二
〇
世

紀
初
頭
よ
り
始
ま
っ
た
民
族
主
義
運
動
の
流
れ
を
か
え
さ
せ
る
重
大
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
件
の

意
義
は
そ
れ
だ
け
に
止
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
事
件
の
経
過
は
武
装
蜂
起
の
一
歩
手
前
で
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

も
、
反
乱
に
発
展
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
し
、
イ
ス
ラ
ム
の
聖
戦
と
い
う
様
な
名
目
は
つ
け
て
い
る
が
、
実
質
は

米
の
強
制
供
出
に
対
す
る
不
満
、
つ
き
つ
め
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
策
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
同
翌
の
地
方
支
部
が

担
っ
た
農
村
で
の
反
税
闘
争
に
呼
応
し
た
積
極
的
な
示
威
運
動
で
も
あ
る
の
で
、
農
民
反
乱
と
呼
ん
で
も
差
支
え
な
い
事
件
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
農
民
反
乱
は
、
暴
発
的
で
あ
り
、
系
統
だ
っ
た
組
織
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
広
範
な
農
民
闘
争
に

ま
で
発
展
し
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
統
治
に
対
す
る
反
植
民
地
闘
争
的
性
格
を
百
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年

代
に
独
立
を
勝
ち
と
る
ま
で
続
く
反
植
民
地
し
反
帝
国
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
民
族
解
放
運
動
の
先
が
け
を
な
す
農
民
反
乱

で
あ
っ
た
と
規
定
さ
れ
う
る
が
故
に
、
そ
の
歴
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
註
）

山
一
九
コ
ー
年
に
設
立
さ
れ
た
政
他
団
体
で
、
前
身
は
前
年
に
創
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ム
商
業
同
盟
。
当
初
は
植
民
地
政
庁
に
協
調
的

　
　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
二
十
世
紀
初
頭
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
民
反
乱
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
〇

　
で
あ
っ
た
が
次
第
に
過
激
化
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
を
目
ざ
す
様
に
な
っ
た
。
最
盛
時
に
は
二
五
〇
万
の
会
員
を
数
え
、
一

　
九
一
〇
年
代
の
民
族
主
義
運
動
を
指
導
し
た
。

②
谷
川
栄
彦
『
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
史
』
真
一
九
五
。

　
　
　
原
住
民
人
口
の
増
加
趨
勢
（
一
八
一
五
Ｉ
Ｔ
几
四
〇
年
）

(3)

人
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長
田
秋
雄
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
業
経
済
』
頁
二
八
。

㈲
東
イ
ン
ド
総
督
フ
フ
ノ
こ
ア
ン
ー
ボ
ス
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
政
策
で
、
各
村
落
の
総
耕
地
面
積
の
五
分
の
一
に
ョ
ー
ロ
。
・
パ
市
場

　
向
け
商
品
作
物
（
砂
糖
き
び
、
コ
ー
ヒ
ー
、
藍
、
茶
等
）
を
半
ば
強
制
的
に
農
民
に
栽
培
さ
せ
、
政
庁
が
定
め
た
評
価
額
で
独
占

　
的
に
引
き
取
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
売
り
さ
ば
い
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
財
政
難
は
救
わ
れ
た
が
、
農
民
の

　
疲
弊
も
甚
し
か
っ
か
。
（
内
藤
能
謁
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
「
土
地
占
有
形
態
辻
再
考
Ｉ
ジ
ャ
ワ
村
落
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る

　
一
考
察
－
」
　
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
四
巻
第
一
号
　
頁
五
六
１
五
七
参
照
。
）
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㈲
　
一
八
五
〇
１
一
九
三
〇
年
ジ
ャ
ワ
の
精
米
生
産
お
よ
び
輸
出
入
統
計

　
　
　
　
　
　
　
（
バ
タ
ビ
ア
ー
ス
ラ
カ
ル
タ
五
ソ
ョ
ク
ジ
ャ
お
よ
び
マ
ド
ゥ
ラ
各
州
除
く
）
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長
田
秋
雄
　
前
掲
書
　
頁
一
四
四
。

ｇ
Ｈ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｈ
ｎ
ｋ”
Ｓ
ｐ
ｏ
ｏ
ｒ
‐
ｅ
ｎ
Ｔ
ｒ
ａ
ｍ
ｗ
ｅ
ｇ
”
;

Ｓ
Ｃ
Ｓ
。
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｌ
ａ
ｇ
ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
Ｒ２
６

Ｓ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者
に
よ
る
労
働
組
合
の
結
成
は
、
一
九
〇
五
年
の
国
有
鉄
道
組
合
を
最
初
と
し
、
こ
れ
が
分
裂
し
て
一
九

　
〇
八
年
電
車
・
鉄
道
労
働
組
合
、
一
九
一
一
年
税
関
吏
労
働
組
合
、
Ｔ
几
コ
ー
年
教
職
員
組
合
、
一
九
一
六
年
国
営
質
屋
労
働
組

　
合
等
が
相
次
い
で
生
ま
れ
た
。

㈲
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
す
る
の
は
特
に
一
九
二
〇
年
で
、
各
労
組
は
賃
上
げ
を
主
要
求
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な
い
、
か
な
り
の

　
成
功
を
収
め
て
い
る
。

㈲
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
共
産
主
義
を
も
た
ら
し
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
マ
ル
キ
ス
ト
・
ス
ネ
フ
リ
ー
ト
で
あ
る
が
、
彼
は
Ｔ
几
Ｔ
二
年

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
の
前
身
イ
ン
ド
社
会
民
主
同
盟
を
設
立
し
、
そ
こ
か
ら
育
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
セ
マ
ウ
ン
を
中
心
と
す

　
　
　
　
児
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
｝
　
一



　
　
　
　
二
十
世
紀
初
頭
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
民
反
乱
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
二

　
る
一
派
が
イ
ス
ラ
ム
同
盟
に
入
党
し
、
ス
了
フ
ン
グ
ル
ー
プ
と
し
て
同
盟
内
で
の
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
。

�
ソ
ロ
で
起
き
た
農
民
反
乱
は
印
欧
混
血
人
の
団
体
で
あ
る
急
進
的
な
イ
ン
ス
リ
ン
デ
党
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。

�
強
制
栽
培
制
度
の
後
に
導
入
さ
れ
る
自
由
主
義
政
策
と
は
、
具
体
的
に
は
、
一
八
五
五
年
の
労
役
の
廃
よ
と
労
働
の
自
由
化
、
一

　
八
二
七
年
の
地
税
制
の
確
立
と
八
五
年
の
改
正
、
八
二
年
の
人
頭
税
の
確
立
等
の
一
連
の
政
策
で
あ
る
。

叫
共
同
占
有
地
、
個
人
占
有
地
に
関
わ
り
な
く
農
民
で
土
地
を
保
有
し
て
い
る
者
は
約
五
五
％
、
そ
の
内
わ
け
は
Ｉ
バ
ウ
（
家
族
四

ぐ　
人
が
生
計
を
立
て
て
い
け
る
だ
け
の
面
積
）
未
満
が
七
五
％
、
一
バ
ウ
か
ら
ニ
バ
ウ
ま
で
が
一
九
％
、
ニ
バ
ウ
以
上
は
六
％
と
な

　
る
。
反
対
に
、
土
地
な
き
農
民
は
四
五
％
、
そ
の
中
で
小
作
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
で
生
計
を
立
て
て
い
る
者
二
〇
％
、
半

　
失
業
者
（
面
長
）
ハ
○
％
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
（
長
田
秋
雄
　
前
掲
書
第
二
章
参
照
）
。

�
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
エ
ス
テ
ー
ト
農
業
と
呼
ば
れ
、
甘
鼎
丁
タ
バ
コ
・
コ
ー
ヒ
ー
≒
ゴ
ム
等
が
栽
培
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
員

　
本
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
ア
メ
リ
カ
人
・
イ
ギ
リ
ス
人
も
参
加
し
た
。

㈲
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
農
民
に
課
さ
れ
て
い
た
賦
役
に
は
、
原
住
民
首
長
に
対
す
る
も
の
と
植
民
地
政
庁
に
対
す
る
も
の
の
二
種
が
あ

　
っ
た
。
植
民
地
政
庁
へ
の
も
の
は
、
強
制
栽
培
制
度
導
入
後
の
商
品
作
物
の
運
般
等
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

�
例
え
ば
マ
カ
ッ
サ
ル
の
ブ
ギ
ス
族
で
は
家
父
長
的
な
首
長
が
無
制
限
の
支
配
者
と
し
て
部
族
民
に
臨
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
（
岸
幸

　
一
　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
伝
統
的
権
力
の
変
動
過
程
Ｉ
植
民
地
期
か
ら
独
立
期
に
い
た
る
変
動
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ

　
デ
ィ
ー
」
　
『
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
権
力
構
造
の
史
的
考
察
』
所
収
　
頁
三
五
八
）
。

�
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
当
時
発
行
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
詔
の
新
聞
の
論
説
や
主
要
な
記
事
を
収
録
し
て
い
る
。
時
期
は
一
九
一
〇
１

　
二
〇
年
代
が
主
で
一
年
を
前
期
と
後
期
に
分
け
て
編
集
し
て
い
る
。

－

－

～

６

ゝ



�
回
｝
呂
ｉ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｕ
ｒ
　
は
当
時
の
植
民
地
政
庁
が
毎
年
発
行
し
て
い
た
年
次
報
告
書
『
回
一
呂
ｒ
ｌ
ご
「
乙
完
」

　
を
参
考
に
し
、
事
件
の
内
容
を
要
約
し
な
お
し
て
『
　
Ｄ
ｅ
　
ｌ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｇ
ｉ
ｄ
ｓ
　
』
に
収
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

�
浜
田
慎
一
　
『
蘭
印
の
資
本
と
民
族
経
済
』
頁
二
五
六
。

�
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
は
プ
リ
ヤ
イ
出
身
で
官
吏
養
成
学
校
を
卒
業
し
た
が
官
途
に
つ
か
ず
ワ
ヤ
ン
の
一
行
に
身
を
投
じ
て
放
浪
し

　
た
後
、
そ
の
類
希
な
る
雄
弁
を
み
こ
ま
れ
て
、
一
九
コ
ー
年
に
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
設
立
さ
れ
る
と
議
長
の
要
職
に
就
任
し
た
。

�
小
林
宗
三
郎
『
蘭
領
印
度
の
民
族
運
動
―
－
シ
″
リ
カ
ー
ト
・
イ
ス
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
』
頁
五
五
一
五
六
。

Ｕ
ｖ
ａ
ｎ

Ｎ
ｉ
ｅ
１
Ｒ
。
ｓ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ
ｌ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ａ
ｎＥ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
。
　
Ｐ
．
１
４
５

叫
国
民
参
議
会
。
一
九
一
六
年
植
民
地
政
庁
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
議
会
に
あ
た
る
も
の
。
構
成
員
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
及
び
イ
ン
ド

　
ネ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
が
議
決
権
を
も
た
ず
、
大
し
た
働
き
は
し
な
か
っ
た
。

叫
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
に
お
け
る
地
方
行
政
官
。
彼
ら
は
管
轄
区
域
内
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
に
精
通
し
、
直
接
命
令
は
下
さ
な
い
け

　
れ
ど
も
、
そ
の
発
言
は
な
ん
び
と
も
こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
「
沈
黙
の
圧
力
」
を
対
し
て
お
り
、
植
民
地
行
政
に
多
大
な
貢

　
献
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
（
地
域
講
座
・
現
代
の
世
界
㈲
『
東
南
ア
ジ
ア
』
頁
四
七
。
）

叫
二
〇
世
紀
初
頭
よ
り
導
入
さ
れ
た
植
民
地
政
策
。
原
住
民
の
教
育
及
び
福
祉
を
そ
の
主
要
目
標
と
し
た
。
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付
　
記
）

　
本
橋
に
お
い
て
は
、
反
乱
に
加
担
し
た
当
事
者
達
の
残
し
た
史
料
の
欠
如
か
ら
、
反
乱
の
規
模
、
参
加
し
た
人
々
の
階
層
分
析
、

反
乱
の
与
え
た
社
会
的
影
響
等
堀
り
下
げ
た
研
究
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。
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